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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部から前方へタブを突出させた内導体と、前記本体部を収容した状態で前記内導体
を保持する誘電体と、前記誘電体と前記タブを包囲する外導体とを備えて構成され、
　弾性撓み可能な第１ランスと前記第１ランスの弾性撓みを規制可能なフロントリテーナ
と第１収容室とを有する第１ハウジングと、弾性撓み可能な第２ランスと第２収容室と前
記第２収容室に臨むサイドリテーナとを有する第２ハウジングとに対し選択的に取り付け
可能なシールド端子であって、
　前記外導体の外面には第１係止部と第２係止部とが形成されており、
　前記シールド端子が前記第１収容室に挿入された状態では、前記フロントリテーナが前
記第１ランスの弾性撓みを規制し、前記第１係止部が前記第１ランスと係止することで、
前記シールド端子が抜止めされ、
　前記シールド端子が前記第２収容室に挿入された状態では、前記第１係止部と前記第２
ランスとの係止及び前記第２係止部と前記サイドリテーナとの係止により前記シールド端
子が抜止めされるようになっているシールド端子。
【請求項２】
　前記第１係止部と前記第２係止部が、前記外導体の外面における同一平面上に形成され
、且つ前記第１収容室又は前記第２収容室への挿入方向と交差する幅方向に関して互いに
異なる位置に配されている請求項１に記載のシールド端子。
【請求項３】
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　前記第１係止部が、前記第１収容室又は前記第２収容室への挿入方向と交差する幅方向
に関して中央位置に配され、
　一対の前記第２係止部が、前記幅方向に関して前記第１係止部を両側から挟むように配
されている請求項２に記載のシールド端子。
【請求項４】
　前記外導体の外面のうち前記第１係止部が形成されている平面領域と異なる平面領域に
は、前記第１収容室又は前記第２収容室に挿入された前記シールド端子が正規挿入位置を
超えて移動することを規制する前止まり部が形成されている請求項１から請求項３のいず
れか１項に記載のシールド端子。
【請求項５】
　弾性撓み可能な第１ランスが形成された第１収容室を有し、前記第１ランスの弾性撓み
を規制するフロントリテーナが取り付けられる第１ハウジングと、弾性撓み可能な第２ラ
ンスが形成された第２収容室を有し、前記第２収容室内に臨むようにサイドリテーナが取
り付けられる第２ハウジングのうちいずれか一方の前記ハウジングと、
　本体部から前方へタブを突出させた内導体と、前記本体部を収容した状態で前記内導体
を保持する誘電体と、前記誘電体と前記タブを包囲する外導体とを有し、前記第１収容室
と前記第２収容室のうちいずれか一方の前記収容室に選択的に挿入されるシールド端子と
、
　前記外導体の外面に形成され、前記シールド端子が前記第１収容室に挿入されたときに
は前記第１ランスと係止することで前記シールド端子を抜止めし、前記シールド端子が前
記第２収容室に挿入されたときには前記第２ランスと係止することで前記シールド端子を
抜止めする第１係止部と、
　前記外導体の外面に形成され、前記シールド端子が前記第２収容室に挿入されたときに
は前記サイドリテーナと係止することで前記シールド端子を抜止めする第２係止部とを備
えているシールドコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シールド端子及びシールドコネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、内導体端子を誘電体に収容した端子ユニットと、端子ユニットを包囲
することでシールド端子を構成する外導体と、シールド端子を収容するハウジングとを備
えたシールドコネクタが開示されている。この種のシールドコネクタにおいて、ハウジン
グに挿入したシールド端子を抜止め状態に保持する手段として、ハウジングに形成した弾
性撓み可能なランスを、外導体の外面に形成した係止突起に係止させる構造が考えられる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１２９１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ランスは弾性撓み可能であることから、衝撃や振動等によって係止突起から解離するこ
とが懸念される。そのため、シールド端子を抜止めする機能の信頼性向上を図ることが望
まれる。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、シールド端子を抜止め
する機能の信頼性向上を図ることを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明のシールド端子は、
　本体部から前方へタブを突出させた内導体と、前記本体部を収容した状態で前記内導体
を保持する誘電体と、前記誘電体と前記タブを包囲する外導体とを備えて構成され、
　弾性撓み可能な第１ランスと前記第１ランスの弾性撓みを規制可能なフロントリテーナ
と第１収容室とを有する第１ハウジングと、弾性撓み可能な第２ランスと第２収容室と前
記第２収容室に臨むサイドリテーナとを有する第２ハウジングとに対し選択的に取り付け
可能なシールド端子であって、
　前記外導体の外面には第１係止部と第２係止部とが形成されており、
　前記シールド端子が前記第１収容室に挿入された状態では、前記フロントリテーナが前
記第１ランスの弾性撓みを規制し、前記第１係止部が前記第１ランスと係止することで、
前記シールド端子が抜止めされ、
　前記シールド端子が前記第２収容室に挿入された状態では、前記第１係止部と前記第２
ランスとの係止及び前記第２係止部と前記サイドリテーナとの係止により前記シールド端
子が抜止めされるようになっているところに特徴を有する。
【０００７】
　第２の発明のシールドコネクタは、
　本体部から前方へタブを突出させた内導体と、前記本体部を収容した状態で前記内導体
を保持する誘電体と、前記誘電体と前記タブを包囲する外導体とを有するシールド端子を
、第１ハウジングに形成した第１収容室と第２ハウジングに形成した第２収容室のうちい
ずれかの前記収容室に選択的に挿入されることで構成されるものであり、
　前記第１収容室に形成された弾性撓み可能な第１ランスと、
　前記第１ハウジングに取り付けられることで、前記第１ランスの弾性撓みを規制するフ
ロントリテーナと、
　前記第２収容室に形成された弾性撓み可能な第２ランスと、
　前記第２収容室内に臨むように前記第２ハウジングに取り付けられるサイドリテーナと
、
　前記外導体の外面に形成され、前記シールド端子が前記第１収容室に挿入されたときに
は前記第１ランスと係止することで前記シールド端子を抜止めし、前記シールド端子が前
記第２収容室に挿入されたときには前記第２ランスと係止することで前記シールド端子を
抜止めする第１係止部と、
　前記外導体の外面に形成され、前記シールド端子が前記第２収容室に挿入されたときに
は前記サイドリテーナと係止することで前記シールド端子を抜止めする第２係止部とを備
えているところに特徴を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　第１収容室にシールド端子を挿入したときは、第１係止部を第１ランスに係止させると
ともに、フロントリテーナを第１ハウジングに取り付けて第１ランスの弾性撓みを規制す
ることで、シールド端子を確実に抜止めすることができる。第２収容室にシールド端子を
挿入したときには、第１係止部を第２ランスに係止させるとともに、第２係止部にサイド
リテーナを係止させることで、シールド端子を確実に抜止めすることができる。シールド
端子は、タイプの異なる第１ハウジングと第２ハウジングに対して共通の部材として使用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施例１の第１シールドコネクタにおいて第１ハウジングとシールド端子を分離
した状態をあらわす斜視図
【図２】第１シールドコネクタにおいてフロントリテーナが本係止位置にある状態をあら
わす側断面図
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【図３】第１シールドコネクタにおいてフロントリテーナが仮係止位置にある状態をあら
わす側断面図
【図４】第１シールドコネクタにおいてシールド端子が前止まりされている状態をあらわ
す平断面図
【図５】第２シールドコネクタにおいて第２ハウジングとシールド端子を分離した状態を
あらわす斜視図
【図６】第２シールドコネクタにおいてサイドリテーナが本係止位置にある状態をあらわ
す側断面図
【図７】第２シールドコネクタにおいてサイドリテーナが仮係止位置にある状態をあらわ
す側断面図
【図８】シールド端子の側断面図
【図９】シールド端子の平断面図
【図１０】第１シェルの斜視図
【図１１】第２シェルの斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　第１及び第２の発明は、前記第１係止部と前記第２係止部が、前記外導体の外面におけ
る同一平面上に形成され、且つ前記第１収容室又は前記第２収容室への挿入方向と交差す
る幅方向に関して互いに異なる位置に配されていてもよい。この構成によれば、第１係止
部と第２係止部を、同一平面上に配置しながら、第１係止部がサイドリテーナと干渉する
ことを回避できるとともに、第２係止部が第１ランスや第２ランスと干渉することを回避
できる。
【００１１】
　第１及び第２の発明は、前記第１係止部が、前記第１収容室又は前記第２収容室への挿
入方向と交差する幅方向に関して中央位置に配され、一対の前記第２係止部が、前記幅方
向に関して前記第１係止部を両側から挟むように配されていてもよい。この構成によれば
、幅方向に間隔を空けた一対の突起部がサイドリテーナに係止するので、シールド端子が
左右へ傾くことを防止できる。
【００１２】
　第１及び第２の発明は、前記外導体の外面のうち前記第１係止部が形成されている平面
領域と異なる平面領域には、前記第１収容室又は前記第２収容室に挿入された前記シール
ド端子が正規挿入位置を超えて移動することを規制する前止まり部が形成されていてもよ
い。前止まり部が形成されている平面領域は、第１係止部とは別の平面領域なので、第１
ランスや第２ランスが弾性的に当接しない。したがって、前止まり部が第１ランスや第２
ランスと弾性的に干渉することに起因する挿入抵抗は、発生しない。
【００１３】
　＜実施例１＞
　以下、本発明を具体化した実施例１を図１～図１１を参照して説明する。尚、以下の説
明において、前後の方向については、図１～１１における左方を前方と定義する。上下の
方向については、図１～３，５～８，１０，１１にあらわれる向きを、そのまま上方、下
方と定義する。
【００１４】
　本実施例１のシールド端子３０は、第１ハウジング１０に取り付けられることで防水タ
イプの第１シールドコネクタＡ（請求項に記載のシールドコネクタ）を構成するとともに
、第２ハウジング２０に取り付けられることで非防水タイプの第２シールドコネクタＢ（
請求項に記載のシールドコネクタ）を構成する。
【００１５】
　第１ハウジング１０は、合成樹脂製であり、図２～４に示すように、収容部１１と、収
容部１１の前端外周から前方へ延出したフード部１２とを有する単一部品である。収容部
１１の内部には第１収容室１３が形成されている。第１収容室１３には、第１ハウジング
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１０の後方からシールド端子３０が挿入されるようになっている。第１収容室１３の内部
上面には、前方へ片持ち状に延出した形態であって上方へ弾性撓み可能な第１ランス１４
が形成されている。第１収容室１３の内部における左右両側面には、段差状の第１ストッ
パ１５（図４参照）が形成されている。
【００１６】
　収容部１１には、第１ランス１４が上方へ弾性撓みすることを許容するための撓み空間
１６が形成されている。収容部１１には、第１ハウジング１０の前方からフロントリテー
ナ１７が取り付けられている。収容部１１に取り付けたフロントリテーナ１７は、図３に
示すように、撓み空間１６の前方へ退避して第１ランス１４の弾性撓みを許容する仮係止
位置と、図２に示すように、撓み空間１６内に進出して第１ランス１４の弾性撓みを規制
する本係止位置との間で前後方向に移動可能となっている。撓み空間１６は、収容部１１
の外周面には開口せず、収容部１１の前端面に開口している。
【００１７】
　第２ハウジング２０は、合成樹脂製である。図６，７に示すように、第２ハウジング２
０の内部には、第２収容室２１が形成されている。第２収容室２１には、第２ハウジング
２０の後方からシールド端子３０が挿入されるようになっている。第２収容室２１の内部
上面には、前方へ片持ち状に延出した形態であって上方へ弾性撓み可能な第２ランス２２
が形成されている。第２収容室２１の内部における左右両側面には、第１ストッパ１５と
同形状（段差状）の第２ストッパ（図示省略）が形成されている。
【００１８】
　第２ハウジング２０には、その上面（外面）から第２収容室２１内に連通する取付孔２
３が形成されている。取付孔２３は第２ランス２２より後方に配されている。取付孔２３
には、サイドリテーナ２４が取り付けられている。取付孔２３に取り付けたサイドリテー
ナ２４は、図７に示すように、第２収容室２１の外部へ退避した仮係止位置と、図６に示
すように、第２収容室２１内に進出した本係止位置との間で上下方向（第２収容室２１に
対するシールド端子３０の挿抜方向と交差する方向）に移動し得るようになっている。
【００１９】
　シールド端子３０は、自動車のイーサネット（登録商標）高速通信回路用のワイヤーハ
ーネスを構成する接続部材である。シールド端子３０は、端子ユニット３１を、金属材料
からなる角筒状の外導体４３で包囲した形態である。端子ユニット３１は、一対の内導体
３２を誘電体４０に収容して構成されている。
【００２０】
　内導体３２は、全体として前後方向に細長い形状である。内導体３２は、角筒状の本体
部３３と、本体部３３から前方へ細長く突出したタブ３４と、本体部３３の後端に連なる
オープンバレル状の圧着部３５とを有している。圧着部３５には、電線３６の前端部が導
通可能に固着されている。２つの内導体３２に接続された一対の電線３６はツイストペア
線３７を構成する。誘電体４０は、半割状をなす合成樹脂製の第１部品４１と、半割状を
なす合成樹脂製の第２部品４２とを、上下方向（電線３６の前端部の軸線と交差する方向
）に合体させて構成されている。
【００２１】
　外導体４３は、半割状の第１シェル４４と半割状の第２シェル５０を、端子ユニット３
１を挟むように合体させて構成されている。外導体４３の後端部に形成した第１バレル部
４８及び第２バレル部５３は、ツイストペア線３７の編組線３８に導通可能に固着される
。ツイストペア線３７に固着されたシールド端子３０は、第１ハウジング１０及び第２ハ
ウジング２０に対し後方から挿入されることによって組み付けられている。
【００２２】
　第１シェル４４は、図１０に示すように、角筒状のフード部４５と、フード部４５から
後方へ延出した底板部４６と、底板部４６の左右両側縁から上方へ立ち上がる左右一対の
側板部４７と、底板部４６の後端に連なるオープンバレル状の第１バレル部４８とを有し
ている。各側板部４７には、夫々、側板部４７の外面側の一部を凹ませた形態の前後一対
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のロック孔４９が形成されている。
【００２３】
　第２シェル５０は、図１１に示すように、前後方向に長い上板部５１と、上板部５１の
左右両側縁ら下方へ延出した左右一対の外板部５２と、上板部５１の後端に連なるオープ
ンバレル状の第２バレル部５３とを有している。各外板部５２には、夫々、外板部５２の
内面の一部を突出させた形態の前後一対のロック突起５４が形成されている。
【００２４】
　上板部５１の上面（外面）には、突起状をなす第１係止部５５が一体に形成されている
。第１係止部５５は、上板部５１の一部を上方へ切り起こして形成されている。第１係止
部５５は、前後方向においては上板部５１の前端部であり、左右方向においては上板部５
１の中央に配されている。第１係止部５５の前端部には、前後方向（ハウジングに対する
シールド端子３０の挿入方向）に対して傾斜した傾斜面５６が形成されている。第１係止
部５５の切起し面である後端面は、前後方向に対して略直角な係止面となっている。
【００２５】
　上板部５１の上面（外面）には、左右一対の第２係止部５７が形成されている。左右一
対の第２係止部５７は、上板部５１の一部を切り起こして形成されており、第２係止部５
７の切起し面である後端面は、前後方向に対して略直角な係止面となっている。左右一対
の第２係止部５７は、前後方向においては上板部５１の略中央位置（即ち、第１係止部５
５よりも後方の位置）に配され、左右方向においては第１係止部５５よりも外方に配され
ている。
【００２６】
　左右一対の外板部５２には、左右一対の前止まり部５８が形成されている。前止まり部
５８は、外板部５２の一部を切り起こして形成されており、前止まり部５８の切起し面で
ある前端面は、前後方向に対して略直角な前止まり面となっている。前止まり部５８は、
前後方向においては、外板部５２の中央より前方の位置であり、第１係止部５５と第２係
止部５７との間の位置に配されている。前止まり部５８は、上下方向においては、外板部
５２の下端部に配されている。
【００２７】
　第１シェル４４と第２シェル５０を組み付ける際には、まず、端子ユニット３１を第１
シェル４４に取り付けておく。このとき、誘電体４０が、底板部４６と左右両側板部４７
とによって構成された凹部に収容されるとともに、誘電体４０の前端面から前方へ突出し
たタブ３４が、フード部４５によって包囲される。第１シェル４４に端子ユニット３１を
組み付けた後、第２シェル５０を上から第１シェル４４に合体させる。
【００２８】
　このとき、第２シェル５０の外板部５２を第１シェル４４の側板部４７の外面に重ね、
ロック孔４９とロック突起５４を係止させる。ロック孔４９とロック突起５４の係止によ
り、第１シェル４４と第２シェル５０が合体した状態にロックされて外導体４３が構成さ
れるとともに、端子ユニット３１が外導体４３内に収容された状態に組み付けられる。以
上により、シールド端子３０の組付けが完了する。
【００２９】
　シールド端子３０を第１ハウジング１０に取り付ける際には、予め、ツイストペア線３
７の外周にゴム栓１９を取り付けておき、フロントリテーナ１７を仮係止位置に保持した
状態で、シールド端子３０を第１ハウジング１０の後方から第１収容室１３に挿入する。
シールド端子３０の挿入過程では、第１係止部５５の傾斜面５６が第１ランス１４を弾性
撓みさせる。
【００３０】
　シールド端子３０が正規挿入されると、前止まり部５８が第１ストッパ１５に突き当た
ることでシールド端子３０が前止まりされるとともに、第１係止部５５が第１ランス１４
に係止することで、シールド端子３０が第１ハウジング１０に対し抜止めされる。また、
第１収容室１３の後端の開口がゴム栓１９によって液密状に閉塞される。以上により、シ
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ールド端子３０が一次係止される。
【００３１】
　シールド端子３０を正規挿入した後、仮係止位置のフロントリテーナ１７を、本係止位
置へ押し込み、撓み空間１６内に進出させる。これにより、第１ランス１４が第１係止部
５５から解離する方向への弾性撓みを規制されるので、シールド端子３０は、二次係止状
態となる。このように、シールド端子３０は、第１ランス１４による一次係止とフロント
リテーナ１７による二次係止により、確実に抜止めされる。
【００３２】
　シールド端子３０を第２ハウジング２０に取り付ける際には、サイドリテーナ２４を仮
係止位置に保持した状態で、シールド端子３０を第２収容室２１に挿入する。シールド端
子３０の挿入過程では、第１係止部５５の傾斜面５６が第２ランス２２を弾性撓みさせる
。シールド端子３０が正規挿入されると、前止まり部５８が第２ストッパに突き当たるこ
とでシールド端子３０が前止まりされるとともに、第１係止部５５が第２ランス２２に係
止することで、シールド端子３０が第２ハウジング２０に対し抜止めされる。以上により
、シールド端子３０が一次係止される。
【００３３】
　シールド端子３０を正規挿入した後、仮係止位置のサイドリテーナ２４を、本係止位置
へ押し込み、第２収容室２１内に進出させる。これにより、サイドリテーナ２４が第２係
止部５７に対し後方から係止するので、シールド端子３０は、二次係止状態となる。この
ように、シールド端子３０は、第２ランス２２による一次係止とサイドリテーナ２４によ
る二次係止により、確実に抜止めされる。
【００３４】
　本実施例１の第１シールドコネクタＡは、シールド端子３０を、第１ハウジング１０に
形成した第１収容室１３に挿入されることで構成されている。また、第２シールドコネク
タＢは、シールド端子３０を、第２ハウジング２０に形成した第２収容室２１に挿入され
ることで構成されている。
【００３５】
　シールド端子３０は、端子ユニット３１と外導体４３とを備えている。端子ユニット３
１は、本体部３３から前方へタブ３４を突出させた一対の内導体３２と、内部に本体部３
３を収容した状態で内導体３２を保持する誘電体４０とを備えている。端子ユニット３１
は外導体４３内に収容されている。
【００３６】
　このシールド端子３０は、第１ハウジング１０と第２ハウジング２０とに対し選択的に
取り付けられるようになっている。換言すると、シールド端子３０は、第１ハウジング１
０と第２ハウジング２０の双方に取付け可能であり、且つ必要に応じて第１ハウジング１
０と第２ハウジング２０のうちいずれか一方に取り付けるようにしたものである。
【００３７】
　第１ハウジング１０は、弾性撓み可能な第１ランス１４と、第１ランス１４の弾性撓み
を規制可能なフロントリテーナ１７と、第１収容室１３とを有している。第２ハウジング
２０は、弾性撓み可能な第２ランス２２と、第２収容室２１と、第２収容室２１に臨むサ
イドリテーナ２４とを有している。
【００３８】
　外導体４３の外面には第１係止部５５と第２係止部５７とが形成されている。シールド
端子３０が第１収容室１３に挿入された状態では、第１係止部５５が第１ランス１４に係
止するとともに、フロントリテーナ１７が第１ランス１４の弾性撓みを規制し、以上によ
り、シールド端子３０が確実に抜止めされる。また、シールド端子３０が第２収容室２１
に挿入された状態では、第１係止部５５と第２ランス２２との係止及び第２係止部５７と
サイドリテーナ２４との係止により、シールド端子３０が確実に抜止めされる。
【００３９】
　このように、本実施例１のシールド端子３０は、第１ハウジング１０と第２ハウジング
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２０のいずれに取り付けた場合でも、シールド端子３０を抜止めする機能の信頼性に優れ
ている。また、シールド端子３０は、タイプの異なる防水用の第１ハウジング１０と非防
水用第２ハウジング２０に対して共通の部材として使用することができる。
【００４０】
　また、第１係止部５５と第２係止部５７は、外導体４３の外面における同一平面上（上
板部５１の外面）に形成され、且つ第１収容室１３又は第２収容室２１への挿入方向と交
差する幅方向（左右方向）に関して互いに異なる位置に配されている。この構成によれば
、第１係止部５５と第２係止部５７を、同一平面上に配置しながら、第１係止部５５がサ
イドリテーナ２４と干渉することを回避できるとともに、第２係止部５７が第１ランス１
４や第２ランス２２と干渉することを回避できる。
【００４１】
　また、第１係止部５５は、第１収容室１３又は第２収容室２１への挿入方向と交差する
幅方向（左右方向）に関して上板部５１の中央位置に配され、一対の第２係止部５７が、
幅方向に関して第１係止部５５を両側から挟むように配されている。この構成によれば、
幅方向に間隔を空けた一対の突起部がサイドリテーナ２４に係止するので、シールド端子
３０が左右へ傾くことを防止できる。
【００４２】
　また、外導体４３の外面のうち第１係止部５５が形成されている平面領域（上板部５１
）と異なる平面領域（外板部５２）には、第１収容室１３又は第２収容室２１に挿入され
たシールド端子３０が正規挿入位置を超えて移動することを規制する前止まり部５８が形
成されている。前止まり部５８が形成されている平面領域（外板部５２）は、第１係止部
５５が形成されている平面領域（上板部５１）とは別の平面領域なので、第１ランス１４
や第２ランス２２が弾性的に当接しない。したがって、前止まり部５８が第１ランス１４
や第２ランス２２と弾性的に干渉することに起因する挿入抵抗は、発生しない。
【００４３】
　＜他の実施例＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例に限定されるものではなく、例えば
次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記実施例１では、第１係止部と第２係止部を外導体の外面における同一平面上
に配したが、第１係止部と第２係止部を、外導体の外面の互いに異なる平面上に配しても
よい。
　（２）上記実施例１では、第１係止部の数を１つだけとしたが、第１係止部の数は２つ
以上でもよい。
　（３）上記実施例１では、第２係止部を一対形成したが、第２係止部の数は１つでもよ
く、３つ以上でもよい。
　（４）上記実施例１では、前止まり部を一対形成したが、前止まり部の数は１つでもよ
く、３つ以上でもよい。
　（５）上記実施例では、第２係止部と前止まり部を独立した突起状としたが、第２係止
部と前止まり部を１つの突起部に一体に形成してもよい。
　（６）上記実施例１では、１つの誘電体に２つの内導体を取り付けたが、１つの誘電体
に収容する内導体の数は、１つ又は３つ以上であってもよい。
　（７）上記実施例１では、外導体が第１シェルと第２シェルとの２部品で構成されてい
るが、外導体は単一部品であってもよい。
　（８）上記実施例１では、一対の内導体に接続した２本の電線がツイストペア線を構成
するものであるが、本発明は、内導体に接続する電線がツイストペア線を構成しない場合
にも適用できる。
【符号の説明】
【００４４】
　Ａ…第１シールドコネクタ（シールドコネクタ）
　Ｂ…第２シールドコネクタ（シールドコネクタ）
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　１０…第１ハウジング
　１３…第１収容室
　１４…第１ランス
　１７…フロントリテーナ
　２０…第２ハウジング
　２１…第２収容室
　２２…第２ランス
　２４…サイドリテーナ
　３０…シールド端子
　３２…内導体
　３３…本体部
　３４…タブ
　４０…誘電体
　４３…外導体
　５５…第１係止部
　５７…第２係止部
　５８…前止まり部

【図１】 【図２】
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